
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォトエッセイ＃６４ 

道南いさりび鉄道 

2023.10.10 

島 田 祥 生 

この日もお天気 
思い立って 
新幹線開業と同時に第３セクターになった 
旧江差線の「道南いさりび鉄道」に乗ってみた 
 
終点の「木古内」行は、目の前で発車してしまった 
まずは、途中の「上磯」まで 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

終点の木古内までは、千円ちょっと 
途中下車ができるのか気になっていたら 
１日乗り降り自由の「いさりび１日きっぷ」が千円 
 
この切符、何と 
駅の裏手の「JR イン函館」で扱っているという 
のっけから、いさりび鉄道の冷遇ぶりを感じてしまった 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北海道の鉄道全盛期の路線図です 
 

江差（えさし）線は、函館から江差まで 
途中木古内で別れて 

松前までの松前線がありました 
 

青函トンネルが開通し、青函連絡船が 
廃止になってからしばらくして 
松前線の青函トンネル入り口の 

渡島福島から先が廃線 
その後、木古内江差間も廃線になった 

 
新幹線が開業して青函トンネルの 

在来旅客列車がなくなったため 
木古内から先が廃線に 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道南いさりび鉄道の路線図です 
木古内が、新幹線との接続駅ですが 

新幹線から函館へは 
新函館北斗駅でライナーに乗り換えです 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いさりび鉄道の 
上磯行ディーゼルカー 

 
青函連絡船華やかりし頃 

北海道の鉄道の起点駅として 
４本のホームがフル稼働していたため 

０番線を新設して江差線の発着に使われてきた 
 

左手に見える列車が、札幌行の特急北斗 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お昼少し前に発車 
お昼は、身欠きにしんを甘辛く煮た「ニシン弁当」 

数の子の量が半端ではなかった 
勿論、お供は、サッポロ CLASSIC 

 
なぜか、駅弁って、動き出してから食べ始めるのですよね 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次の駅の五稜郭までは 
JR 線で別料金２５０円 

いよいよ、道南いさりび鉄道です 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右手は、函館本線 札幌・旭川に繋がっている 
左手が「道南いさりび鉄道」 

 
貨物列車は、ここのヤードで機関車を替え 

本州へ・道内へと折り返す 
 

出発信号が、青になっている 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上磯の一つ手前「清川口」の海岸から見た函館半島 
 
実は、次の木古内行まで１時間半 
上磯は駅前は何もなかったので 
折り返しで、一つ手前の清川口に来た 
 
 
 
ここが、平成の大合併で、セメントの町：上磯町と 
果樹の町：大野町が合併してできた「北斗市」の 
市庁舎があるところ 
駅も、そのために設置したとのことで 
時間つぶしの場所はなかった 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上磯にあるセメントプラント 
この工場と農園経営により、税金が函館市より安いとのこと 
 
因みに、北斗市の広報誌によると 
人口：約４万４千人 
収入：約２４０億円 支出：約２３０億円 
一人当たりの税負担額：１２万円 
だそうです 
ご自分の町と比べてみてください 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

う～～～ん 
おもな見どころは 
渡島当別（おしまとうべつ）の 
男子トラピストと・・・ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この駅で、木古内行を１時間半待った 

小雨がばらつきだし、歩き回る気にもなれない 
市庁舎に併設の図書館も、今日は休館 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青函トンネルを潜り抜けて、貨物列車が来た 
けん引する電気機関車は EH800 型 
交流５０HZ の、２５KV（新幹線）と２０KV（在来線）の 
切り替えができる 
この機関車がないと青函トンネルを潜り抜けることができない 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ようやく、木古内へ 

平日でもあってか、車内は閑散としていた 
ここでもスマホが活躍 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡島当別近くから見た函館山 
 
僕が見慣れた函館山とは一味違う 
「大都市函館」の眺めです  
 
ここの海は、遠浅の岩棚 
海の生物観察に恰好なところです 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

しゃれた駅舎 
郵便局が併設されている 
いや、郵便局に駅舎が併設されているようだ 
男子トラピストへは、ここで降りる 
 
丘の上にあるトラピストからは、海に向かった真っ直ぐの道が印象的 
有名なトラピストクッキー、トラピストバターはここで作られている 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 渡島当別の先での眺め 

随分、印象が違ってきています 
しかし、どこから見ても、ランドマークですね 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 終点の木古内 

この先は、列車が走ることはない 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

とはいえ、この先がどうなっているか気になります 
正面左側の線路が、青函トンネルに繋がっている 
かつては、大人気の寝台列車「北斗星」「カシオペア」も通った 
 
今は、本州の命脈を握る農産物の大切な輸送ルート 
先ほどの EH８００は、このために３０両作られたそうです 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いさりび鉄道と新幹線の木古内駅舎 
比べてはいけないでは 
 
旧江差線は、新幹線ができる前から 
車社会に飲み込まれてたのです 
ひょっとすると 
新幹線のおかげて存在価値があるのかもしれません 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

とはいえ 
大々的に宣伝していた道の駅が気になっていました 
もともと木古内は、漁業の町 
新幹線開通を、町発展の起爆時にできたか 
興味がありました 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道の駅の内部、売店です 
お土産が、所狭しと並べられています 

しかし、お客は、まばら 
 

木古内の町おこしの物産は 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ありました！ 
特産のヒジキ 
ものすごく美味しいようです 
一袋５００円 
３袋買いました 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この店の自慢の食べ物 

どれもおいしそうで 
工夫の跡が偲ばれます 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新幹線の改札口です 
東京行は１時間半後 
 
気になる掲示がありました 
新幹線構内には 
売店もトイレもないそうです 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

列車の行き先標 
懐かしいのがいっぱいあります 

 
隣駅の知内には 

キャンプに行ったことがあります 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地面をゆすって 
本州向けの長大な貨物列車が 

通過していきました 
まさに、大動脈 

新幹線優先で、便数に制約があるとか 
何か 

本末転倒のような気がしないでもありません 
この線路は、大事な大事な国民の財産ですよね 

 
がんばれ 道南いさりび鉄道！！！ 


